
菅
政
権
は
２
０
５
０
年
の
脱
炭

素
に
向
け
た
施
策
を
着
実
に
進
め

て
い
る
。
国
土
交
通
省
は
先
ご

ろ
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
や

気
候
危
機
へ
の
対
応
な
ど
グ
リ
ー

ン
社
会
の
実
現
に
向
け
て
戦
略
的

に
取
り
組
む
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
「
国
土
交
通
グ
リ
ー
ン
チ
ャ
レ

ン
ジ
」
と
し
て
策
定
し
、
国
土
、

都
市
、
地
域
空
間
に
お
け
る
グ

リ
ー
ン
社
会
の
実
現
に
向
け
、
重

点
的
に
取
り
組
む
べ
き
６
つ
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
掲
げ
た
。

「
国
土
交
通
グ
リ
ー
ン
チ
ャ
レ

ン
ジ
」
で
は
「
国
土
・
都
市
・
地

域
空
間
と
そ
こ
で
展
開
さ
れ
る

様
々
な
社
会
経
済
活
動
を
支
え
る

国
土
交
通
分
野
に
係
る
イ
ン
フ
ラ

や
、
住
宅
・
建
築
物
、
自
動
車
等

の
輸
送
機
関
等
の
膨
大
な
ス
ト
ッ

ク
は
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

の
実
現
や
気
候
危
機
に
対
応
す
る

持
続
可
能
で
強
靱
な
グ
リ
ー
ン
社

会
の
基
盤
と
な
る
」
と
指
摘
し

た
。
そ
の
上
で
「
我
が
国
の
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排
出
量
の
約
５
割
を
占
め

る
運
輸
・
民
生
部
門
の
脱
炭
素
化

等
に
向
け
た
地
球
温
暖
化
緩
和

策
、
気
候
危
機
に
対
応
し
た
防
災
・

減
災
・
国
土
強
靱
化
等
の
観
点

か
ら
の
気
候
変
動
適
応
策
等
に
戦

略
的
に
取
り
組
む
た
め
、
グ
リ
ー

ン
技
術
の
研
究
開
発
・
実
装
を
含

め
、
国
土
交
通
分
野
の
環
境
関
連

施
策
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
充
実
強

化
を
図
る
」
と
し
て
い
る
。
具
体

的
に
は
、
分
野
横
断
・
官
民
連
携

の
視
点
か
ら
重
点
的
に
取
り
組
む

べ
き
６
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し

て
①
省
エ
ネ
・
再
エ
ネ
拡
大
等

に
つ
な
が
る
ス
マ
ー
ト
で
強
靱
な

く
ら
し
と
ま
ち
づ
く
り
②
グ
リ
ー

ン
イ
ン
フ
ラ
を
活
用
し
た
自
然
共

生
地
域
づ
く
り
③
自
動
車
の
電
動

化
に
対
応
し
た
交
通
・
物
流
・
イ
ン
フ

電
動
車
活
用
の
推
進
、
超
小
型
モ

ビ
リ
テ
ィ
の
導
入
促
進
、
自
動
車

の
電
動
化
に
対
応
し
た
道
路
イ
ン

フ
ラ
の
社
会
実
装
に
向
け
た
Ｅ
Ｖ

充
電
器
の
公
道
設
置
社
会
実
験
、

走
行
中
給
電
シ
ス
テ
ム
技
術
の
研

究
開
発
支
援
等
な
ど
を
推
進
す
る
。

イ
ン
フ
ラ
や
住
宅
・
建
築
物
は
、

今
施
工
し
て
も
２
０
５
０

年
に

も
残
る
。
ま
た
、
社
会
経
済
活
動

を
支
え
る
基
盤
と
し
て
蓄
積
さ
れ

て
き
た
膨
大
な
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ッ

ク
は
、
今
後
増
大
す
る
維
持
管

理
・
更
新
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
脱

炭
素
化
の
取
り
組
み
を
進
め
る
必

要
が
あ
る
。

２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
の
実
現
に
は
、
今
す
ぐ
必

要
な
施
策
は
も
ち
ろ
ん
、
長
期
的

な
視
点
か
ら
、
息
長
く
か
つ
着
実

に
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
。

菅
政
権
は
、
そ
う
し
た
戦
略
的
な

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
構
築
の
視
点
で
、

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

ラ
シ
ス
テ
ム
構
築
④
デ
ジ
タ
ル
と

グ
リ
ー
ン
に
よ
る
持
続
可
能
な
交

通
・
物
流
サ
ー
ビ
ス
の
展
開
⑤
港

湾
・
海
事
分
野
に
お
け
る
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
、
グ
リ
ー
ン

化
の
推
進
⑥
イ
ン
フ
ラ
の
ラ
イ
フ
サ

イ
ク
ル
全
体
で
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
、
循
環
型
社
会
の
実
現
を

掲
げ
た
。
例
え
ば
、
「
省
エ
ネ
・

再
エ
ネ
拡
大
等
に
つ
な
が
る
ス
マ
ー

ト
で
強
靱
な
く
ら
し
と
ま
ち
づ

く
り
」
を
促
進
す
る
た
め
、
資

材
の
製
造
や
建
設
段
階
か
ら
解
体
・

再
利
用
ま
で
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク

ル
全
体
で

Ｃ
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排
出
量
を

マ
イ
ナ
ス
に
す
る
「
ラ
イ
フ
サ
イ

ク
ル
カ
ー
ボ
ン
マ
イ
ナ
ス
（
Ｌ
Ｃ

Ｃ
Ｍ
）
住
宅
・
建
築
物
」
、
ゼ
ロ
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
住
宅
（
Ｚ
Ｅ
Ｈ
）
、

ゼ
ロ
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
建
築
物
（
Ｚ
Ｅ

Ｂ
）
の
普
及
促
進
や
木
造
建
築
物
の
普

及
拡
大
、
都
市
の
コ
ン
パ
ク
ト
化
、

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
、
都
市
内
エ
リ

ア
単
位
の
包
括
的
な
脱
炭
素
化
の

推
進
な
ど
を
行
う
。
ま
た
、
「
自

動
車
の
電
動
化
に
対
応
し
た
交
通
・

物
流
・
イ
ン
フ
ラ
シ
ス
テ
ム
の
構

築
」
で
は
、
次
世
代
自
動
車
の
普

及
促
進
や
燃
費
性
能
の
向
上
を
図
る

ほ
か
、
物
流
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る


